




トもしくは、絵カー ド、写真、レア リアといった教材を用いることが多い。 しかし、
それらの教材を用いても、文化の違いなどにより、画像に対する理解が困難な場合が
あることで、それ らの教材が学習者にとって助けにならないことがある。(2.先行研究






身で再現 し、ビデオを撮影する活動を取 り入れた授業である。 これは、授業で学習 し
た語彙を再現(体 験)す ることによって、学習効果があがることを想定 した活動 と考
えている。つまり、知識 として記憶することと、体験をとお しての記憶 とい う2つの
記憶が、語彙習得の助けになることを期待 した活動である。このような、活動型授業
















る。例えば、萩原(2013)があげている10語 の動詞 「習 う、いる、急 ぐ、教える、始
める、使 う、知る、できる、要る、足 りる」などの動詞は、心情を伴 うものもあ り、
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調査報告
絵カー ド等では理解 し難いと指摘 している点である。また、金 田(2014)では、 目本語
教師自身によるコンテンツの発信力が低い と指摘 し、教材 ・教育法をあらたに開発す
る必要があると提言 しつつ、動画教材等を作成 し情報共有する上での注意点について

























習者同士が、語彙の意味、提示された例文を確認 し合 うまでの流れで行 うものである。
さらに、語彙の理解に誤 りがあった場合に、教師が補足説明を行 う流れで授業を実施
した。 このような活動を加えた授業が、先に述べた、ことばと意味を機械的に結びっ















構成されたN3レベルのクラスである。交換留学生の殆 どは 日本で6ヶ月～1年 間の
滞在予定の留学生であ り、若干名の大学院生および研究生も受講 している。専攻は文
系 ・理系混合で交換留学生25名、大学院生および研究生9名 ある。本稿の調査協力
者は交換留学生25名、大学院生2名 である。受講 した学生のレベルは、 日本語能力
試験のN1取 得済みの学生が5名 、N2の学生が3名 、N3の学生が6名 、N4の学
生が0名 、N5を持っている学生が1名 いた。また、日本語能力試験の資格を未取得
の学生に自己評価を求めたところ、学生自身が 「N2だと思 う」と答えたのは2名 、「N3
だと思 う」 と答えたのは7名 と最 も多かった。 「N4だと思 う」 と答えたのは2名 、
N3とN4の間だと思 うと答えたのが1名 で合計27名である。ただし、この 日本語能
力試験の資格の未取得の学生による自己評価は、あくまで学生の個人的見解にすぎず、
プレースメン トテス トは実施 していない。
4.2使用テキス ト
使用 したテキス トは、筆者 と他2名2で作成 した首都大学東京オ リジナルのテキス ト
『mic・JN3語彙』である。当テキス トは、留学生が日本に滞在 している問の学生生
活で経験する場面を想定し、 日本文化にも触れた語彙を取 り入れた、語彙学習用に作
成 したテキス トである。学習する語彙は主に動詞であり、他に 日本文化に触れた名詞
や 日常生活で見聞きす る表現も扱っている。留学生が日常生活、大学生活で、 日本語
母語話者 とのコミュニケーションに役立つ 日本語を目指 したテキス トである。 当テキ
ス トは、昨今注 目されているアクティブラーニングを意識 し、ワークブックの形式で
構成されている。















に対する教師か らの補足説明などを通 し自己内省をしてもらい、当授業の受講を促 し
た。それ とともに、授業で行 うグループ活動について説明をした。2回 目以降は、ま
ず、N3レベルの語彙(主 に動詞)を 中心に語彙導入3と運用練習を行った。次に、応
用練習 として導入語彙の動詞を用いて例文を作成 し、例文をもとに動作を再現 したビ
デオを撮影するグループ活動を行 う。初回のグループ活動を始める前に、グループ活
動の目的を再度説明す る。グループ活動のビデオ撮影は、アクティビティではなく、
学習する動詞の動作を自身が行な うことで、先にあげたエピソー ド記憶 として、 日本
語と、学生の母語のことばを結びつける丸暗記とは異なる学習であることを説明した。
例えば、英語の 「takeamedicine」や韓国語の 「q1円 τキ」は、日本語では 「薬を
飲む」であるなどの例をあげて説明 した。このように、日本語を学生の母語などと直
接結びつける学習ではなく、体験を通 してことばの意味を理解 し、語彙習得の助けに
するための活動であることを説明 した。はじめに、学生は3～4人 のグループをつ く
り4、次いで、各グループに割 り当てられた課題5を用いて、場面設定や例文を考えて






















































業14週 目に学生ヘヒアリングを行い、コメン トを収集 した。学生へのヒア リングに











を観察するために、学期授業開始10回 目からクイズを3回 にわた り行った。 クイズ
は5つの例文の穴埋め形式とし選択肢から選ぶ形式 とした。その結果、活用などのミ
スは散見されたものの、適切な語彙を選択できるのが平均76%であることが確認でき

























面に対 して制約がある語彙を、ビデオに加工処理を施 し流れ星を挿入するな どの工夫
を施 して、語彙の意味がわかりやす くなるように、演出したビデオを作成 したグルー
プもあった。最近では、ビデオを簡易的に加工ができるアプ リケーションソフ トもあ
るため、学生たちはそれ らの道具(機能)も 上手く使い表現 したものや、効果音を用
いたグループもあった。あるグループは、台詞は一切ないが何を伝えるのかを、よく












先に述べたとお り、ヒアリングの方法は、グーグルフォームを利用 し、質問は 日本語




























の確認に役立つ と感 じていることがわかった。図3か ら図5は 、活動型の授業を受講



















































S11:毎週 ビデ オを とった宿題 はちょっ と不便で した。
S13:授業 が好 きだったが、 ビデオを作 るの意味は分 か りませ ん。
S14:VTRを撮影す るタスク活動は面 白かったです が、言葉 を覚 えることの
ためにあま り役立ちあ りません。
上記 に示 した例か ら、 ビデ オを撮影す る タスク活動に、関心をあま り持 っていな
いこ とが分か る。それ をさらに探 るために、学生 の 日本語 能力 の レベル 、 日本語 の
学習期 間及び新 しい語彙 の レベ ルにつ いて感想 と授業 を選 んだ理 由 と照 らし合 わせ
てみた ところ、否定的な コメン トを寄せ た該 当者のS13とS14は 、2年 間の学習歴
を持つが、N3レ ベルに とどまってお り、加 えて、 日本語能力試験N3の 資格 が取れ
ていない学生であった。 また、S11は この授業 を選んだ理 由を 「自身の レベル に合
わない がチ ャ レンジ してみたい」 とい う気持 ちがあるが、新 しい語彙 の レベル に対
して難 しい とい う声があった。また、コメン トとしてS9は 、「lthelpustomakesure
weusethevocabularycorrectly」と活動 は語彙の確認 に役立つ としなが らも、活動
に対 しての5段 階評価 は消極的 な評価2を 示 していた。S9はN2を取得 していたが、
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Sl8:グループで もっ と勉強 しやす いなの に、いつ もみ なさんは一緒 の
時間があ りません。 その うえで、 自分 よ りグループの他 の人は同 じ
い言語 があった ら、ち ょっ と勉 強 しに くいです。
S27日 本語の練習 ができる。友達 と仲良 くな る。
1グループ活動の改善点1
Sl2:同じグループの人 が授業 に来なかった ら、ち ょっ と困 りま した。
S18:グループで もっ と勉強 しやす いなの に、いつ もみ なさんは一緒 の
時間があ りません。 その うえで、 自分 よ りグループの他 の人は同 じ
い言語 があった ら、ち ょっ と勉 強 しに くいです。
S12:30秒以内の動画 は、実際に簡単 しす ぎと思って、期末のプ レゼ ン
テーシ ョンは3分 間の動画 を作っ他方 がいい と思います。




この授業に参加 した学生27名の うち2名 は、「あまり楽しくない」とい う評価を
提示 した。独学、座学を好む学生にとっては、グループ活動や活動を通して語学を




たと示 し、ビデオ撮影を活動の手段 としながらも、その過程での意見交換 も語彙習
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ることができていい」「あま り話 さなかった学生とも仲良くなれて、新 しい友達が作











である。 ビデオ撮影の活動の趣 旨を、学習者にどのように説明す るがいいかも検討
事項のひとつである。
また、ビデオの撮影時間を30秒から3分と延長 し、S8から提案があった 「ロー









力 してくれたTMUの 留学生をは じめ、発表の際、ご意見 ・ご指導を寄せてくださっ
た皆様に感謝申し上げます。
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